
第1回全国自治体ネットワーク会合
（2025年1月開催）

・2024年に実施した、自治体あてアンケート調査と回答集計結果報告
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2025年度中のリサーチ結果

a) 主に「調達方針」に入れていない自治体向け
森林認証制度についての研修開催提案

b) FM認証林からの生産量、認証材としての流通量調査
ー全認証機関・全認証森林所有者に依頼

①FM認証林からの、立木販売量及び丸太の販売量（㎥相当）
②そのうち、認証材として販売された量（㎥相当）

79人に送付のうち、回答はわずか・研修依頼は無し
まずは認知から！

全認証林所有者123からの返答は5件のみ+認証機関のご協力



「伐採量・認証主張有り」回答都道府県
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SGEC認証林面積分布：各県比較

2025年度末 都道府県 森林認証面積 (ha.)

2 熊本県 120,442.54

3 岡山県 91,583.53

4 愛媛県 76,042.14

5 大分県 52,594.89

6 長野県 46,098.19

7 鳥取県 26,370.02

8 宮崎県 25,351.48

9 福島県 22,009.60

10 静岡県 21,590.18

11 栃木県 17,706.73

12 徳島県 17,014.46

13 秋田県 16,078.01

14 鹿児島県 15,114.16

15 岐阜県 10,502.66

16 群馬県 9,451.67

17 岩手県 9,365.53

18 石川県 7,750.73

19 和歌山県 7,540.27

20 奈良県 7,509.50

21 高知県 7,449.25

22 福井県 5,961.69

23 島根県 5,792.70

24 埼玉県 5,760.57

25 三重県 5,439.14

・日本国内の認証林：221万㌶（人工林の約20％相当）

2026年3月末時点



課題と取り組み
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・国際的な潮流ー「持続可能な材の調達・使用」

・大阪万博「大屋根リング」他、複数パビリオンでの使用
「大屋根リング」には海外からのPEFC認証材が約3割使用された報告
他、複数パビリオンでもPEFC認証材が使用された実績
SGEC材の充分な供給があれば、「国産森林認証材が使用」となっていた可能性

（国産材について現状は“合法確認”までとなった）

国内でも、特に川下（エンドユーザー）からの問合せ、実際の使用が増加
（某量販店、某大規模ビル建設）
需要が高まり、期待が高くなっている傾向
どうすればその需要に応えられるか？

…FM面積＝原材料が増加すれば、出材・流通量も増加する可能性



課題と取り組み
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・改訂「森林林業基本計画」への要請（FSCジャパンと共同）
「森林認証」の記述部分が1か所→5か所に盛り込まれた



課題と取り組み
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・「プロジェクト認証」の活用
2026年6月：新規格が施行
7月2日（日本時間午後4時）本部主催ウェビナー https://ourl.jp/Au1Zk
（SGEC/PEFCジャパン 堀尾が日本のプロジェクトに認証について報告）

登録は

https://ourl.jp/Au1Zk

https://ourl.jp/Au1Zk
https://ourl.jp/Au1Zk


Raising the Bar!

“目標を高く掲げ、お互いに助け合って高みを目指そう”

SGEC/PEFCジャパン
(一社)緑の循環認証会議

〒100－0014東京都千代田区永田町2-14-2

Tel 03-6273-3358    info@sgec-pefcj.jp

サプライチェーン、CoC認証を
増やしていくための
お取組みケーススタディを
ぜひ紹介させてください！
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